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学 位 輸 文 内 容 の 要 旨
本研究のEl的は子宮内膜ポリー プのHRlの特徴と有用性を評価することである.病現阻繊学的に子宮内
膜ポリー プと証明された40症例の病変の大きさ,形嵐 .辺魚や内部の也帆 借号強卑 造形効果を後方視
的に解析した.
息着年軌ま平均43.9乱 NRl軸 から外科手術までの期間は平均66.gElであった.NRlにおける病変の最
大短径は平均14皿木 形状はJi病状が26例(65%),内院肥厚が14例(35%).辺鰍 ま痩界明恥 ミ28例(70%).
境界不明瞭12例(30%)であった:内部性状を反映した特徴的KRI所見の親度は線維性間質30例(75%).
小嚢胞樵造 22例(55%).出血 14例¢5%)であ,た.これらを除いた部分の内部盾号強度はT2敦明像で
専一低信号3叩 J(90%).拡散漁網画像で低盾号 32例(80%).造影Tl漁網像で中等慶一強い浪染 28例(70%)
であった.全休あるいは部分的な早期浪染は､32例(80%)で紘めた.ダイナミックスタディでは早期執染･
後触 染持統17例'(42･5%),.唐徐漉染 1.7例(42･5%)であった･子宮内膜ポリ丁プにおけるこれらの肌l
所見の特徴は他の内膜由来の疾息との鑑別に有用である.
姶 文 辞 査 結 果 の 要 旨
本研究は,子宮内膜ポ1)-プのMRIによる診断について研究したものであるL
子宮内膜弼変には.子宮内膜ポ リー プのほか.子宮内膜癌,子宮内膜蘭質内乱 粘膜下筋
腫,胎盤ポ リー プなど様々なものがあり:子宮内掛ま性周期において射 ヒするためその診
断は通常の経睦超音波,内膜細胞診では困耗なこともある,
今臥 MRr検査のT2強醜胤 脂肪抑制TL強胡乱 拡散強胴乱 ダイナミック画像,脂
肪抑制Tl強調像を用い.その所見を姐搬型と対比しMRI検査の有用性を検討している･
そして.子宮内膜病変のMRI内部信号強度が,T2強偶像で専一低借号,拡散強鯛画像で
･低信号.造影Tl強嗣像で中等度から波蝕.ダイナミックチタディでは早期沸染を皇した
場合,子宮内膜ポリー プを第-に考えるべきであることを明ちかにし.臨床上も役立つ圭 ･
栗な知見を得たも.のとして価値ある業耕であると認める･
よって.本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると絡める･
